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１　本書は、令和６年度 須津古墳群出張展示事業『楽座でらくらく！スルガ古墳紀行』内で展示したパネルを再

構成した記録集である。図版については、各遺跡の調査機関および資料所蔵機関に提供いただいたものを使用

したほか、一部資料については展示風景写真を掲載した。

２　本展示は、富士市教育委員会、沼津市教育委員会、富士宮市教育委員会、静岡県埋蔵文化財センターの共催

のもと、三島市教育委員会、伊豆の国市教育委員会の協力を得て、道の駅 富士川楽座（東名高速道路富士川サー

ビスエリア上り直結）４階フジヤマギャラリーで、令和 6年（2024）8 月 9 日から 9月 8日にかけて実施した（31

日間）。会期中の観客動員数は、8,135 名（1日平均約 262 名）、学芸員が日替わりで展示解説を行う出張ミュー

ジアムトーク（8/9、8/10、8/24、9/8 開催）の参加者は延べ 149 名である。

３　本書の編集は、富士市教育委員会文化財課が行った。　
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	 ［右上］千人塚古墳出土 横長心葉形鏡板付轡／富士山かぐや姫ミュージアム蔵

	 ［右下］千人塚古墳出土 須恵器／富士山かぐや姫ミュージアム蔵

【表紙背景】	 ［上段］浅間古墳上空から浮島沼方面を望む

	 ［下段］千人塚古墳を中心とする須津古墳群の群集イメージ（田中さとこ画）
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Ⅳ

Ⅲ

ようこそ、スルガへ

　今から 1,400 年以上前の古墳時

代、ここ富士川の岸辺から伊豆半

島までを含めた地域は、スルガ

（「珠流河」）と呼ばれていました。

　スルガでは、古墳時代のはじま

りとともに大型の王墓があいつい

で築かれ、富士山の噴火による停

滞をはさみながらも、また新たに

台頭したリーダーや、彼らを支え

た集団による古墳づくりが飛鳥時

代の終わりまで続きます。

　本展示では、いずれもスルガの

古墳や遺跡の発掘調査に携わった

８人の学芸員がナビゲーターとな

り、各自イチ押しの古墳や遺跡と

その出土品をご紹介します。長距

離移動の休憩がてら、富士川楽座

で気軽に古代スルガの古墳めぐり

をお楽しみください。 富士山周辺地域における古墳の変遷

本展示でめぐるスルガの古墳と遺跡
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噴火活動の活発化噴火活動の活発化
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Ⅰ　はじまりのスルガ王墓 Ⅰ　はじまりのスルガ王墓

富士宮市

埋蔵文化財センター

丸ヶ谷戸遺跡の前方後方形墳丘墓は、後に沼津市域や富士市域で造られる前方後方墳の祖

型と考えられる弥生時代終末期の墳墓です。墳丘は後世の削平によって失われていましたが、

前方後方形にめぐる周溝内から、儀礼に用いられた土器が見つかっています。

001Site.

丸ヶ谷戸遺跡 前方後方形墳丘墓
ぜん  ぽう こう  ほう けい ふんきゅう ぼまる    が　 い　  と 　 い   せき

古墳出現前夜の墳墓
こ ふん げん ぜん や ふん ぼしゅつ

丸ヶ谷戸遺跡の前方後方形墳丘墓

前方後方形墳丘墓出土の土師器　（富士宮市教育委員会蔵）

丸ヶ谷戸遺跡の調査状況

新しい地域のリーダー 
　丸ヶ谷戸遺跡が登場するまで、現在の大岩地

区一帯には遺跡が存在していませんでした。

　しかし、弥生時代終末期から古墳時代の始め

にかけて、集落や墓域が形成されます。

　この前方後方形墳丘墓は、積極的に東海西部

を中心とした文物を採用した新しい開拓者たち

の象徴であったと考えられます。

あたら ち  いき

活発化する遠隔地との交流
　前方後方形墳丘墓からは東海西部（濃尾平野周辺）

を中心とした外来の土器が多く出土しており、近畿

の土器も確認されています。このような他地域から

の土器の流入は、地域間交流の活発化を示すもので

あり、新たな時代への移り変わりを示唆しています。

かっぱつ  か えんかく  ち こうりゅう

し   さ

新来の墓制－前方後方形墳丘墓－
　丸ヶ谷戸遺跡は 1989 年に第一次調査が行わ

れ、前方後方形墳丘墓のほか、方形周溝墓や

竪穴住居が発見されました。前方後方形墳丘

墓は全長 26.2ｍ、周溝の幅は最大４ｍで、３

世紀前半に造られたと考えられます。前方後

方形墳丘墓は東海西部にその初現を求められ

る墓制であり、スルガでは外来の新しい墓制

と言えます。

しんらい ぼ  せい ぜんぽうこうほうけいふんきゅうぼ

たてあな じゅうきょ

しゅうこう

このお墓には

どんな人が

埋葬されたんだろう？

作成：原 悠翔（富士宮市教育委員会）

所在地 富士宮市大岩

方形周溝墓

竪穴住居

前方後方形墳丘墓

作成：原 悠翔（富士宮市教育委員会）
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Ⅰ　はじまりのスルガ王墓 Ⅰ　はじまりのスルガ王墓

002Site.

作成：木村 聡（沼津市教育委員会）

高尾山古墳の調査状況

高尾山古墳の設計企画の推定（左：寺澤薫案、右：北條芳隆案）埋葬施設の調査状況埋葬施設の遺物出土状況
（鏡、鉄鏃、柄の痕跡）

高尾山古墳の副葬品及び棺上出土土器　（沼津市教育委員会蔵）

0 10 20m 0 10 20m

高尾山古墳 
たか     お　さん　こ　 ふん 

スルガ最初の「王」、ここに眠る
さい   しょ おう ねむ

スルガ最初の「王」、ここに眠る
さい   しょ おう ねむ

高尾山古墳はスルガにおける最も古い古墳です。浮島沼の最東部に位置し、眼前の平野や

駿河湾、さらには狩野川河口部からも見ることができる好立地に築かれました。

うきしまぬま

か　の

古墳時代の幕開け
　高尾山古墳は出土品から３世紀中ごろに

築かれた東日本最古級の前方後方墳で、全

長は 62ｍと同時期の古墳の中では最大級の

大きさです。丸ヶ谷戸遺跡の墳丘墓も前方

後方形の墓ですが、高尾山古墳は大きさが

倍、墳丘の高さも５ｍもあることから、土

木量はケタ違いに大きくなっています。

　さらに高尾山古墳は後方部と前方部の比

率がほぼ１：１、埋葬施設も後方部の中心

に作られており、単に土を盛っただけでは

なく、その背景には複雑な計算やそれを実

現するための高度な測量技術があったと考

えられます。

こ  ふん じ  だい まく  あ

遠隔地とのつながりを示す遺物群 
　高尾山古墳の埋葬施設からは、鏡や鉄製

の武具、勾玉などが出土しました。これら

は当時では大変な貴重品であり、もちろん

スルガで作られたものではありません。ど

のようなルートでもたらされたのかについ

ては諸説ありますが、高尾山古墳に埋葬さ

れた「王」が、遠く離れた地域とも交流を

持つ人物であったことが想像できます。

えんかく  ち しめ い  ぶつぐん

所在地 沼津市東熊堂沼津市東熊堂

国史跡

作成：木村 聡（沼津市教育委員会）
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Ⅰ　はじまりのスルガ王墓 Ⅰ　はじまりのスルガ王墓

鏡・勾玉・鉄鏃・
鉄槍・ヤリガンナ
 高尾山古墳【沼津市】
（沼津市教育委員会蔵）

中国輸入の鏡、小さくても精巧な
勾玉。どれも他地域由来のもので、
スルガ最初の「王」が持つにふさ
わしい貴重な品々です。

古
こ

墳
ふん

時
じ

代
だい

のスルガ王
おう

は
持
も

ち物
もの

も別
べつ

格
かく

！

棺上出土土器
高尾山古墳【沼津市】
（沼津市教育委員会蔵）

棺の上に置かれていた土器。
頭の上にはスルガの大型壺（5頁）、
足元には東海西部（濃尾平野周辺）
に由来するとみられる壺が置かれ
ていました。

古
こ

墳
ふん

時
じ

代
だい

最
さい

初
しょ

の
スルガ王

おう

の系
けい

譜
ふ

を示
しめ

す土
ど

器
き

鏡

主要出土品

勾玉

勾玉 鏡

棺上出土
土器

鉄鏃

鉄槍
ヤリガンナ

墳丘・周溝
出土土器
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Ⅰ　はじまりのスルガ王墓 Ⅰ　はじまりのスルガ王墓

0 10 20m

003Site.

神明塚古墳
しん  めい  づか     こ    ふん

その形はヤマトを夢見るのか
ゆめ みかたち

神明塚古墳は沼津市内で最も古い前方後円墳で、浮島沼南側の砂丘の緩い斜面に築かれてい

ます。「王」の墓であり、浮島沼水運の目印になるような巨大なモニュメントでもありました。

神明塚古墳と古墳の上に鎮座する神明社 明治～大正時代ごろの浮島沼　（富士山かぐや姫ミュージアム提供）

神明塚古墳測量図

うきしまぬま ゆる

　神明塚古墳は、3 世紀後葉から 4 世紀初頭に築

かれた全長約 53ｍの前方後円墳です。高尾山古墳

に次いで築かれた王墓ですが、形は西日本にルー

ツをもつ前方後円形をしています。高尾山古墳が

前方部と後方部の長さがほぼ１：１であったこと

に比べ、神明塚古墳の前方部の長さは後方部より

も 2/3 短くなっています。このいびつな形は前方

後円墳の中でも古い形のもので、そのルーツはヤ

マト（現在の奈良県）にあるといわれています。

沼津市内の最初の前方後円墳
ぬま  づ し  ない さいしょ ぜんぽう こうえんふん

　古墳の立地や北側を高く盛る墳丘の特徴から、

海側ではなく、浮島沼側から見られることを強く

意識している点も重要です。この古墳に葬られた

王は、高尾山古墳の「王」の時代よりも倭王権と

のかかわりが深い、浮島沼周辺を治めた人物であっ

たと考えられます。

やまとおうけん

特徴的な形はどこから見える？
とくちょうてき かたち み

市史跡

作成：木村 聡（沼津市教育委員会）

所在地 沼津市松長

浮
島
沼
側

駿
河
湾
側

作成：木村 聡（沼津市教育委員会）
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Ⅰ　はじまりのスルガ王墓 Ⅰ　はじまりのスルガ王墓

004Site.

山木遺跡
やま     き 　 い    せき

田方平野の物流拠点
た がた や ぶつ りゅうきょ てんへい

作成：島田 章広（伊豆の国市教育委員会）

水田と用水路の跡

農耕や生活にかかわる木製品／重要有形民俗文化財（伊豆の国市教育委員会蔵） 国内で初めて組み合わさった状態で見つかったネズミ返し

山木遺跡は伊豆半島の付け根部分、北伊豆内陸部のほぼ中央に位置する遺跡です。

遺跡の範囲は南北1.3㎞、東西1.1㎞の広大な範囲であり、遺跡からは住居や水田のほか、

列島各地との交流を示す土器などが見つかっています。

恵みの大地 “田方平野” 
　山木遺跡の範囲の大部分は「田方平野」と呼ば

れる伊豆半島北部の肥沃な大地に位置しています。

山木遺跡からは水田や「ネズミ返し」などの農業

生産にかかわる木製品も多く見つかっており、豊

かな土地を求めた人々が周辺に集まってきたと考

えられています。

遠隔地とのつながりを示す土器群
　山木遺跡からは近畿や北陸、関東などの地域から

持ち込まれた土器が多く出土しています。このこと

は、本遺跡が伊豆半島北部における中心的な集落で

あったことを示し、田方平野を中心に東日本と西日

本のかけ橋になっていたことがうかがえます。田方

平野は、豊かな土地を求めた人々や技術が集まるス

ルガの先進地帯でもあったのです。

所在地 伊豆の国市韮山

めぐ だい  ち

えんかく  ち しめ ど    き  ぐん

た  がた へい や

作成：島田 章広（伊豆の国市教育委員会）
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Ⅰ　はじまりのスルガ王墓 Ⅰ　はじまりのスルガ王墓

土師器 
韮
にらやまじょうない

山城内遺跡【伊豆の国市】
（静岡県埋蔵文化財センター蔵）

山木遺跡や近接する韮山城内遺跡では、
周辺の遺跡に比べ、東海西部、近畿、北
陸各地の特徴をもつ土器の割合が高いこ
とが特筆されます。

遠
えん

隔
かく

地
ち

の人
ひと

々
びと

との交
こうりゅう

流の証
あかし

005Site.
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Ⅱ　スルガ王の隆盛 Ⅱ　スルガ王の隆盛

006Site.

浅間古墳
せん  げん　こ　ふん

駿河湾から臨む王墓
する が のぞ おう ぼわん

浅間古墳の墳丘と地形（陰影図）浅間古墳上空から駿河湾方面を臨む

作成：佐藤 祐樹（富士市教育委員会）

浅間古墳は駿河湾最奥部の愛鷹山南麓に4世紀前半頃に築造された静岡県最大規模の

前方後方墳です。近年の地中レーダー探査の結果、後方部中央に埋葬施設が存在するこ

とが確定しました。

レーダー探査から推定される埋葬施設の範囲（後方部）

ぜんぽうこうほうふん まいそう  し  せつ

駿河湾から「大きく」魅せる墳丘
　浅間古墳は、駿河湾や浮島沼のある南側が、

愛鷹山がそびえる北側と比べ、一段高くなるよ

うに墳丘（基壇）が造られています。駿河湾側

からの「視認性」を強く意識し、古墳の規模・

存在をより大きく見せるよう、立地や墳丘の細

部までが綿密に計画されていたとみられます。

するが  わん

き   だん

おお み ふんきゅう

水上・陸上交通を掌握したスルガ王の墓 
　浅間古墳を築いた王は、水上交通の要である駿

河湾から浮島沼の管理と、眼下を通る東西の街

道（根方街道）、さらには甲斐・相模地域へと続

く陸上交通の管理を担っていたと考えられます。

倭王権と地域首長との列島規模の関係性を知る

上でも、重要な古墳であるといえます。

すいじょう りくじょう しょうあく

ね がた かい さがみ

やまとおうけん

おう はかこうつう

東海最大級の大型前方後方墳
　浅間古墳は、全長90.8m に復元される墳丘の

大部分が良好に残存しています。また、後方部

の墳頂には長辺約 9.5m、短辺約 6.8m の竪穴式

石室（もしくは、粘土槨）が埋設されていると

考えられています。

とうかい さいだいきゅう

ねん ど   かく

おおがたぜんぽうこうほうふん

国史跡

所在地 富士市増川

浅間古墳

浮島沼

伊豆半島 駿河湾

作成：佐藤 祐樹（富士市教育委員会）
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Ⅱ　スルガ王の隆盛 Ⅱ　スルガ王の隆盛Ⅱ　スルガ王の隆盛 Ⅱ　スルガ王の隆盛

宮添遺跡の集落（画面手前）と
浅間古墳（画面右奥）

土師器 
宮
みや

添
ぞえ

遺跡【富士市】
（富士山かぐや姫ミュージアム蔵）

後列中央の壺は装飾性の高い二
にじゅう

重口
こう

縁
えん

壺
つぼ

です。肩部はかわいらしい円
えん

文
もん

と、
弥生時代からスルガの壺によく使われ
てきた縄

じょうもん

文で飾られています。

浅
せん

間
げん

古
こ

墳
ふん

の近
ちか

くに営
いとな

まれた
集
しゅうらく

落出
しゅつど

土の土
ど

器
き

007Site.
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Ⅱ　スルガ王の隆盛 Ⅱ　スルガ王の隆盛

008Site.

向山 16 号墳
むかいやまじゅうろくごうふん

「竪穴式石室」に眠る王の墓
たて あな しき せき しつ ねむ おう はか

作成：近藤 史昭（三島市教育委員会）

向山16号墳から箱根山方面を臨む

後円部側からみた墳丘

向山16号墳の竪穴式石室

向山古墳群第16号墳（以下、向山16号墳）は、大場川左岸の丘陵上に４世紀中葉に築

造された前方後円墳です。「竪穴式石室」という板石積みの埋葬施設を持つのが、この

古墳の最大の特徴です。

だい  ば  がわ

たてあなしき せきしつぜんぽう こうえんふん

田方平野を通る道を意識した古墳
　向山 16 号墳は、箱根山西麓の尾根の末端部

に位置しています。後円部を富士山の方向に向

け、田方平野が開けた西側からよく見えるよう

意識して築かれました。田方平野には大場川や

御殿川などの川が流れ、まわりからはこの古墳

と同時代の遺跡がみつかっています。さらに、

川の周辺には浮島沼から田方平野へと続く道が

あったことが予想できます。これらの集落や道

から古墳が見えることが、とても重要でした。

た  がた へい や とお みち い しき こ  ふん

竪穴式石室から見える倭王権との深い関係
　向山 16 号墳の竪穴式石室は、直径 10～ 30

㎝程度の石で構築され、中央あたりに板状の石、

周囲に塊状の石が使用されています。また、中

央部は板状の石をアーチ状に積み上げて石室に

蓋をしている点もみどころです。このような石

室のスタイルは奈良県の黒塚古墳や中山大塚古

墳などと類似し、向山 16 号墳を築いた王が、

遠く離れた倭王権中枢の勢力と深い関係をもっ

ていたことを私たちに教えてくれます。

たてあなしきせきしつ み やまとおうけん ふか かんけい

かたまりじょう

ふた

県史跡

所在地 三島市谷田

作成：近藤 史昭（三島市教育委員会）
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Ⅱ　スルガ王の隆盛 Ⅱ　スルガ王の隆盛Ⅱ　スルガ王の隆盛 Ⅱ　スルガ王の隆盛

土師器 
青
あお

木
き

原
はら

遺跡【三島市】
（静岡県埋蔵文化財センター蔵）

伝統的な縄文を付けた地元由来の壺に、東海西
部（濃尾平野周辺）由来の壺、甕、高坏などが
加わる土器が、方

ほうけいしゅうこうぼ

形周溝墓上で使われました。

平
へい

野
や

に造
つく

られた四
し

角
かく

い墓
はか

に
供
そな

えられた土
ど

器
き

土師器 
中
なか

島
じま

Ｂ
びー

遺跡【三島市】
（静岡県埋蔵文化財センター蔵）

伝統的な縄文を付けた地元由来の壺に、西日本
由来で、この時期に新たに登場する精巧なつく
りの器台が組み合わされます。

大
だい

場
ば

川
がわ

流
りゅういき

域の集
しゅうらく

落で使
つか

われた土
ど

器
き

－伝
でん

統
とう

と革
かく

新
しん

青木原遺跡

中島Ｂ遺跡

010Site. 011Site.
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Ⅱ　スルガ王の隆盛 Ⅱ　スルガ王の隆盛

●

「平井の台地」

来光
川

現在
の熱
函道
路

柿
沢
川

0 1km

伊豆逓信病院
敷地内遺跡

瓢箪山古墳

009Site.

瓢箪山古墳
ひょうたん やま　こ　 ふん

スルガから東日本へ
ひがし  に　 ほん

作成：山下 優介（国立歴史民俗博物館）

瓢箪山古墳墳丘復元図／筑波大学・滝沢誠提供図に加筆

空から見た瓢箪山古墳／（株）ウインディネットワーク提供図に加筆

瓢箪山古墳と熱函道路の位置／筑波大学人文社会科学研究科歴史人類学専攻2019

航空レーザー測量図で見た瓢箪山古墳
　　　　　／静岡県森林クラウド公開システム提供図に加筆

瓢箪山古墳は、田方平野東部の丘陵先端に4世紀後葉に築かれた前方後円墳です。その

規模から、伊豆を代表する王墓であることは間違いなく、また立地は、この地域の役割

や交通路を考える上でとても重要です。

た  がた ぜんぽう こうえんふん

伊豆半島最大の前方後円墳
　伊豆半島では、全長 50ⅿを超える大きな前方後円墳の存

在が明らかではありませんでしたが、近年の調査によって

知られるようになりました。2016 ～ 2019 年の測量と発掘

調査の結果、瓢箪山古墳は全長約 87ｍの前方後円墳で、そ

の築造時期は古墳時代前期後半と推定されました。

い   ず はんとう さいだい ぜんぽう こうえんふん

0 10 20m

瓢箪山古墳の立地とつくり
　瓢箪山古墳は、伊豆半島の付け根を横断し、海路を経て

関東へといたる道（現在の熱函道路）の入口に立地します。

発掘調査の結果、道側の墳丘が反対側に比べ、一段多いこ

とが確認されましたので、道側からの見え方を意識して古

墳が造られたといえます。前方後円形の墳丘であることも

考えれば、交通の要である伊豆北部と、倭王権との関係性

が強まった可能性が考えられます。

ひょうたんやま こ ふん りっ ち

やまとおうけん

ねっかんどう ろ

所在地 函南町平井

熱
函
道
路
側

作成：山下 優介（国立歴史民俗博物館）
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Ⅲ　スルガ王のネットワークと水上交通 Ⅲ　スルガ王のネットワークと水上交通Ⅱ　スルガ王の隆盛 Ⅱ　スルガ王の隆盛

古墳立地と水上交通路
こ ふん りっ ち すいじょう こう つう ろ

太平洋沿岸に立地する前期古墳

神明塚古墳神明塚古墳

高尾山古墳高尾山古墳

向山 16号墳向山 16 号墳

高尾山古墳の可視領域
浅間古墳の王の時代に浮島沼で使われた
準構造船（船底部分）

浅間古墳の可視領域神明塚古墳の可視領域

向山16号墳の可視領域 瓢箪山古墳の可視領域

浅間古墳浅間古墳

瓢箪山古墳瓢箪山古墳

　ここまで紹介したスルガ王たちの古墳は、
いずれも水上や陸上の交通路からの見え方を
とても意識して、立地や墳丘の細部を工夫し
た「ランドマーク」でもありました。それぞ
れの古墳の「可視領域」（古墳が見える範囲）
を地理情報システムを用いて算出すると、そ
の王がどの交通路を重視したのかを考えるヒ
ントを得ることができます。その結果を見る
と、多くのスルガ王の古墳が、浮島沼や大場
川、駿河湾などの水上交通路を重視していた
ことがうかがえます。

可視領域の概念図
※ 可視領域の分析データ・概念図は、
　 笹原芳郎氏より提供を受けた。

か　し　りょういき

古墳立地と水上交通路
こ ふん りっ ち すいじょう こう つう ろ

太平洋沿岸に立地する前期古墳

0 50km

駿河湾

相模湾

東京湾

神明塚古墳神明塚古墳

高尾山古墳高尾山古墳

向山 16号墳向山 16 号墳

高尾山古墳の可視領域
浅間古墳の王の時代に浮島沼で使われた
準構造船（船底部分）／富士市・沖田遺跡

浅間古墳の可視領域神明塚古墳の可視領域

向山16号墳の可視領域 瓢箪山古墳の可視領域

浅間古墳浅間古墳

瓢箪山古墳瓢箪山古墳

　ここまで紹介したスルガ王たちの古墳は、
いずれも水上や陸上の交通路からの見え方を
とても意識して、立地や墳丘の細部を工夫し
た「ランドマーク」でもありました。それぞ
れの古墳の「可視領域」（古墳が見える範囲）
を地理情報システムを用いて算出すると、そ
の王がどの交通路を重視したのかを考えるヒ
ントを得ることができます。その結果を見る
と、多くのスルガ王の古墳が、浮島沼や大場
川、駿河湾などの水上交通路を重視していた
ことがうかがえます。

可視領域の概念図
※ 可視領域の分析データ・概念図は、
　 笹原芳郎氏より提供を受けた。

か　し　りょういき

012Site.

沖田遺跡【富士市】
（富士山かぐや姫ミュージアム蔵）
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Ⅳ　富士山噴火後のスルガと須津古墳群 Ⅳ　富士山噴火後のスルガと須津古墳群Ⅲ　スルガ王のネットワークと水上交通 Ⅲ　スルガ王のネットワークと水上交通

天
竜
川

富
士
川

養
老
川

小
櫃
川

那
珂
川

狩
野
川

相模川

荒川

多摩川

利根川

夏井川

名取川

夷隅川

天
竜
川

富
士
川

養
老
川

小
櫃
川

那
珂
川

狩
野
川

相模川

荒川

鬼怒川鬼怒川

多摩川

利根川

夏井川

名取川

夷隅川

搬入品のみ、または模倣品を含む遺跡
模倣品のみの遺跡
不明

恒武西宮遺跡
（静岡県浜松市）

砂畑遺跡
（福島県いわき市）

三反田遺跡
（茨城県ひたちなか市）

纏向遺跡
（奈良県桜井市）

0 100km

0 30cm

※地形図はカシミール 3D、分布図は柳沼（2013）、細田（2013）を基に、前方後円（方）墳の分布を追加・作成。

スルガ産
さん

ブランドの大
おお

型
がた

壺
つぼ

、海
うみ

を渡
わた

る
　３～４世紀にスルガで生産された大

おおぐるわしき

廓式土器のうち、特に大型壺は東日本各地へも
持ち運ばれています。この大型壺は、儀礼での使用のほか、稲

いな

籾
もみ

輸送用のコンテナとし
ての役割もあったとする説もあります。大型壺の分布を見ると、河川や海沿いに広がっ
ていること、さらには各地の有力古墳が近接して立地していることが注目されます。ス
ルガの王たちは、スルガ産ブランドの稲籾を交渉の材料に、勢力の拡大と東国の開拓の
後押しするため、巨大な壺を王の威

い

容
よう

をたたえる容器として用いた可能性があります。

大型壺（大
おおぐるわしき

廓式土器） 
植
うえ

出
だし

遺跡【沼津市】

（1・4：沼津市教育委員会蔵）
（2・3：静岡県埋蔵文化財センター蔵）

土器の胎土にカワゴ平パミス
と呼ばれる白色軽石を練り込
むことで、比重を軽くして、
長距離輸送に適する軽量化を
達成したと考えられます。

愛
あし

鷹
たか

山
さん

麓
ろく

の高
こう

地
ち

集
しゅう

落
らく

で
出
しゅつど

土したスルガ産
さん

の壺
つぼ

大廓式土器の分布

013Site.

1

2

3

4
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Ⅳ　富士山噴火後のスルガと須津古墳群 Ⅳ　富士山噴火後のスルガと須津古墳群
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浅間古墳浅間古墳

千人塚古墳千人塚古墳

中里支群中里支群 神谷支群神谷支群

琴平古墳琴平古墳

天神塚古墳天神塚古墳 須須

新新
東東
名名

東東
名名

津津

川川

中里K-95号墳中里K-95号墳
中里K-97~99号墳中里K-97~99号墳

須津J-6号墳須津J-6号墳
須津J-159号墳須津J-159号墳

増川支群増川支群

須津古墳群
存在する古墳
消滅した古墳

主要な古墳
0 1km

014Site.

天神塚古墳
てん じん づか こ ふん

噴火災害復興の象徴か
ふん か がい ふっ こう しょうちょうさい

作成：藤村 翔（富士市教育委員会）

015Site.

琴平古墳
こと ひら こ ふん

６世紀後半の須津の盟主が眠る
せい こう はん す ど めい しゅ ねむき

県史跡

（上）天神塚古墳全景
（左）墳丘復元図

ふんか   ご しゃかい

おお

たいとう しょき

噴火後の社会で台頭した初期のリーダー
　天神塚古墳は、須津川西岸の丘陵上に６世紀初

め頃に築かれた古墳です。墳形は未確定ながら、

前方後円墳であれば全長約 51ｍと推定されます。

　古墳が造られる以前にはここに集落があり、５

世紀末頃に富士山から噴出したスコリアによって

集落が覆われた後、そこに盛土をして古墳が造ら

れました。噴火後の社会で地域をまとめた首長の

墓と考えられます。

0 10 20m

なかざと ぐん てんかいきし しゅどう

中里支群の展開期を主導したリーダー
　琴平古墳は、須津川西岸の周囲よりも一際高い丘

陵上に６世紀後半頃に築かれた、径 29.7ｍを測る

中型円墳です。埋葬施設の内容は不明ですが、墳丘

北側には幅 8.5ｍの周溝がめぐっています。　琴平

古墳の周囲には６世紀

後半から７世紀前半の

小円墳が集中すること

から（中里支群）、須

津古墳群の展開に中心

的な役割を果たした首

長の墓とみられます。

琴平古墳全景

須津古墳群分布図

0 10 20m

周溝の調査状況と墳丘復元図

周溝

墳丘

所在地 富士市中里

所在地 富士市中里

作成：藤村 翔（富士市教育委員会）
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016Site.

中里支群の小円墳
なか ざと し ぐん しょうえんぷん

琴平古墳の系譜を継ぐ集団
こと ひら ふん ふ つけい しゅうだんこ

中里大久保古墳（K-95号墳）、K-97・98・99号墳の
出土遺物　（富士山かぐや姫ミュージアム蔵）

す ど こ ふんぐん しゅうだん うままき

須津古墳群の集団と馬牧
　須津古墳群では、スルガのほかの地域の古墳群と比べ、

馬具が豊富に出土しています。馬は５世紀頃に朝鮮半島か

ら日本列島へともたらされ、軍用のほか、陸上交通のため

の動物として重宝されました。須津古墳群に集中する実用

的な馬具は、この地域の集団が馬を用いた高速交通網の管

理のほか、馬の飼育を愛鷹山麓の牧でおこなった可能性を

示しています。スルガ産の馬が、全国の街道を駆け巡って

いたのかもしれません。

ば ぐ

ことひらこふん よ そ きず しょうえんぷんぐん

琴平古墳に寄り添うように築かれた小円墳群
　琴平古墳の周囲に６世紀末から７世紀前半に築かれた古

墳は、いずれも径 10ｍ前後の小円墳ながら、金銅装大刀

（K-95・99 号墳）や銅鏡（K-78 号墳）、銅鋺（Ｋ-79 号墳）といっ

た有力な副葬品を保有する古墳が目立ちます。これらの古

墳は、琴平古墳の首長の後継として、中里支群の集団をま

とめた指導者たちの墓と考えられます。

こんどうそう た   ち

どうきょう どうわん

ふく そう ひん

中里大久保古墳の金銅装大刀出土状況　中里大久保古墳の横穴式石室

中里大久保古墳（K-95号墳）の調査風景

千人塚古墳、中里大久保古墳（K-95号墳）、
K-98・99号墳の馬具　（富士山かぐや姫ミュージアム蔵）

所在地 富士市中里

作成：藤村 翔（富士市教育委員会）

呼びました？

作成：藤村 翔（富士市教育委員会）
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018Site.

千人塚古墳
せん にん づか こ ふん

スルガ最大級の大型石室
さい だいきゅう おお がた せき しつ

市史跡

所在地 富士市神谷

千人塚古墳の横穴式石室（奥壁側）／平成14年度調査

千人塚古墳の現況／令和6年度調査前

千人塚古墳の横穴式石室（入口側）／平成14年度調査

（石棺1）

石棺2 石棺3

千人塚古墳の出土遺物　（富士山かぐや姫ミュージアム蔵）

おうけん ふか むす しめ ふく そう ひん

王権との深い結びつきを示す副葬品
　千人塚古墳の石室内からは、丸玉、大刀、金

銅製刀装具、鉄鏃（矢じり）、弓の金具、砥石、鎌、

刀子（ナイフ）、馬具、須恵器、土師器などの多

種の遺物が出土しています。なかでも馬具の轡

に付けられた金銅製の飾り金具は、飛鳥時代の

仏像装飾と関係のあるデザインをとり入れた珍

しいものであり、飛鳥宮の王権と千人塚古墳の

首長との深い結びつきを示す重要な資料です。

た ち

てつぞく

とう  す

くつわ

す   え    き は    じ    きば   ぐ

あすか     じ   だい だいひょう しゅちょう ぼ

飛鳥時代のスルガを代表する首長墓
　千人塚古墳は、７世紀中頃に築かれた須津川東

岸に広がる須津古墳群神谷支群の中核的な首長墓

です。発掘調査によって、周囲に幅約 3.0ｍの周

溝がめぐる径約 21ｍの円墳と判明しました。

　埋葬施設は全長 11.4ｍ以上、中央部幅 2.05ｍ、

石室高 2.35m を測る大型の横穴式石室であり、

その規模はスルガ最大級を誇ります。石室や墳丘

の規模、そして副葬品の内容から、同時期のスル

ガでもトップクラスの地域首長が埋葬されていた

と考えられます。2024 年７月から保存整備のた

めの再発掘調査が進んでおり、さらなる新発見が

期待されます。

ふくそうひん

作成：藤村 翔（富士市教育委員会）作成：藤村 翔（富士市教育委員会）
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【鍛冶の様子】

【糸紡ぎの様子】

紡錘

紡錘車

苧桶
おおけ

ぼうすいしゃ

つむ

鉄鉗
かなはし

槌
つち

焼けた鉄

箱鞴

※古代は皮鞴か

※中世の絵画資料を基に作成。

はこふいご鞴の羽口
ふいご はぐち

糸

※ 中世の絵画資料を基に作成。

017Site.

神谷支群の小円墳
かみ や し ぐん しょうえんぷん

死後も千人塚古墳を支える
し せん にん づか こ ふん ささご

市史跡

千人塚古墳を中心とする神谷支群の群集イメージ／復元画制作：田中さとこ

千人塚古墳千人塚古墳

J-6号墳J-6号墳 J-118号墳J-118号墳

（J-9号墳）（J-9号墳）

浮島沼浮島沼
田子の浦砂丘（砂礫州）田子の浦砂丘（砂礫州）

（J-12号墳）（J-12号墳）

（J-7号墳）（J-7号墳）

千人塚古墳千人塚古墳

J-12号墳J-12号墳

J-7号墳J-7号墳
J-9号墳J-9号墳 J-6号墳J-6号墳

J-118号墳J-118号墳

J-159号墳J-159号墳

（左上）須津J-7号墳の横穴式石室　（右上）須津J-9号墳の横穴式石室
（左下・右下）須津J-12号墳の横穴式石室

新東名高速道路建設に先立つ神谷支群の発掘調査風景／静岡県埋蔵文化財センター提供　

せんにんづかこふん てんかいはいご しょうえんぷんぐん

千人塚古墳の背後に展開した小円墳群
　須津川東岸に展開した神谷支群のうち、千人

塚古墳の背後に位置する径 10ｍ前後の小円墳は、

いずれも７世紀前半から後半に築造されたもの

です。これらの古墳には、その立地や石室規模、

副葬品の内容などから、千人塚古墳の首長の下

で地域経営を支えたほぼ同世代の集団が眠って

いると考えられます。古墳の大小やその立地と

いった古墳群の景観により、生前の社会関係が

表現されたといえます。

ふくそうひん

ど   ぼく しょくさんこうぎょう ぎじゅつしゃかいはつ

土木開発や殖産興業をすすめた技術者たち
　須津古墳群などの愛鷹山南麓の古墳群では、山林開発や木材加工（鎌・刀子・ヤリガンナ）、製糸・

布織物生産（紡錘車・針）、鍛冶（砥石）生産にかんする道具が出土することから、それらに携わ

る渡来人を含めた技術者層の存在が浮かび上がってきます。彼らは愛鷹山南麓に広大な墓地や馬牧

を切り開いたほか、浮島沼を挟んで対岸に位置する駿河湾の砂礫州上に、手工業生産の拠点となる

集落群を創出したと考えられています。

とうす

ぼうすいしゃ かじ

所在地 富士市神谷

作成：藤村 翔（富士市教育委員会）作成：藤村 翔（富士市教育委員会）
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武器・工具・土器 
須
す

津
ど

J-6 号墳【富士市】

（静岡県埋蔵文化財センター蔵）

千人塚古墳の背後に立地する小円墳の出土品。
多量の武器にまぎれて縫い針があり、古墳の
あるじ

主が布の生産に関わった可能性があります。

めずらしい縫
ぬ

い針
ばり

を含
ふく

む
神
かみ

谷
や

支
し

群
ぐん

の副
ふく

葬
そう

品
ひん

鉄針（縫い針）
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Ⅴ　須津古墳群を未来へ Ⅴ　須津古墳群を未来へ

0 20m1:300

資料２ 市指定史跡 「千人塚古墳」の現状変更について

資料 2-4

指定範囲

須津 J- 第９号墳

（須津 J- 第 7 号墳）

0 20m1:300

資料２ 市指定史跡 「千人塚古墳」の現状変更について

資料 2-4

指定範囲

須津 J- 第９号墳

（須津 J- 第 7 号墳） 須津 千人塚古墳の整備工事
す ど せん にん づか こ ふん せい び こう じ

須津古墳群を未来へ
す ど ふん ぐん らいみこ

千人塚古墳の市史跡指定範囲と保存整備計画　※計画中のもの

富士市史跡保存整備推進委員会
（千人塚古墳部会）の様子

須津中学校生徒による古墳解説
／須津古墳スタンプラリー

す  ど こ  ふんぐん

須津古墳群の
　フィールドミュージアム
　富士市では、令和元年度に

策定した千人塚古墳の保存活

用計画に基づき、令和６年度

から古墳の保存整備工事に着

手し、令和 7 年度末までに古

墳の広場としてオープンする

計画です。供用後は、東海最

大級の愛鷹山南麓古墳群の中

でも、最も有力な古墳が集中

する須津古墳群について、体

系的に学ぶことのできる

フィールドミュージアムとし

て活用します。

ぶん か  ざい かつよう  く  いきほ ぞん

きょてん  し  せき
「文化財保存活用区域」
　　　の拠点史跡として
　富士市の須津地区は、令和

４年度に策定した富士市文化

財保存活用地域計画において、

多様な文化財が集中する文化

的空間の創出を目指す地区（文

化財保存活用区域）に認定さ

れています。千人塚古墳の整

備供用後は、須津地区の文化

財群周遊ルートの中でも拠点

的な史跡の一つとして重視し

ていくほか、地域が主体となっ

て実施する文化財関連イベン

ト等においても積極的な利活

用を推めていきます。

古墳の保護を最優先とした新工法を採用します

現在の千人塚古墳は、周囲が削られて不安定な形状をしています。残された遺
構を傷つけず、耐久性にも優れた新工法の擁壁を設置することで、盛土による
古墳（墳丘）の復原と保護を図ります。

静岡県東部最大級の横穴式石室を

守り伝える整備工事01特
徴

特
徴

豊かな自然とお茶畑に囲まれたフィールドミュージアムへ

園内はユニバーサルデザインを取り入れたスロープなどを設置するほか、古墳
の周囲には花も楽しめる植栽を植える計画です。年齢を問わず、誰もが気軽に
須津古墳群や愛鷹山南麓全体の古墳群について学ぶことのできる地域学習の場
として整備します。

地区住民に愛される古墳整備

地域づくりに貢献する古墳をめざして02

0 10 20m

作成：藤村 翔（富士市教育委員会）

作成：藤村 翔（富士市教育委員会）
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史跡指定範囲
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課
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富士市埋蔵文化財調査室
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目標
11

富士市史跡保存整備推進委員会

富士市教育委員会
文化財課

静岡県
国（文化庁）

須津地区

・まちづくり協議会
・区長会
・町内会
・須津ふるさと愛好会
・須津小学校
・須津中学校
・須津子ども会
・地元店舗
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古墳を活かした持続可能なまちづくり
in 須津地区

こ ふん い じ ぞく

す ど ち く

のうか

須津古墳群を未来へ
す ど ふん ぐん らいみこ

▲ 浅間古墳の未来を考える
　ワークショップとその成果の一部 ▼

「文化財を保存・活用し、　
　　　　   後世に伝える」 
　活動のシンボルマーク ▶

▲ 発掘体験H-1（ほるワン）グランプリ（小学校PTAとの協働 in地区文化祭） ▲ 須津地区作成の古墳グッズ類

こ  ふん かんけい

「まちづくり」と「古墳」の関係
　「持続可能な開発目標（SDGs）」の目標 11 は、「住み続け

られるまちづくりを」です。須津古墳群を擁する須津地区

と富士市教育委員会文化財課は、協働して様々な事業を実

施し、「古墳」を活かした「まちづくり」を実践しています。

ち    く ち     くみ りょく ぜんたい かんが

地区の魅力を地区全体で考える
　須津地区の役員は、お揃いの「浅間古墳 SDGs ポロシャツ」

を着て古墳のウォークラリーなどの活動を実践します。ま

た須津小学校の児童は、古墳の魅力を発信する方法を授業

を通じて提案し、地域の協力を得て実現させています。古

墳の樹木などを対象とした調査やワークショップも、市と

地区で協働して進めています。そのような活動は、地域の

文化・歴史を深く知り、その魅力を考えるきっかけとなっ

ているのです。地域内で循環する文化財を活かした活動は、

「住み続けられるまちづくりを」推進し、文化財を将来にわ

たって確実に遺していくことにもつながっていきます。

作成：佐藤 祐樹（富士市教育委員会）

作成：佐藤 祐樹（富士市教育委員会）
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エピローグ プロローグ

スルガの古墳からみえる古代の道と現代

　古代スルガの古墳をめぐる旅、いかがだったでしょうか。３・４世紀のスルガ王墓は、徒歩や船

で行き交う水陸の道からの見え方を意識して、地域のランドマークとなるよう立地や墳丘を工夫し

ていました。６・７世紀のスルガの古墳群は、馬を用いた高速交通の発達と連動して、馬具の出土

が顕著となります。そのネットワークは、７世紀後半の古代東海道開通へと結実し、その経路は現

代の高速道路や鉄道にも大きな影響を与えています。交通路のランドマークという意味では、富士

川楽座の大観覧車フジスカイビューと古墳の意外な共通点も見えてきます。

　古墳を地域のなかで生かす取り組みは、各地で実践され始めています。古墳はかつて、遠く離れ

た地域を「道」で結びましたが、現代社会においても、地域の枠を越えた魅力の掘り起こしや広域

的なまちづくりへの活用の可能性を秘めているといえます。

　本展示がみなさまの身近な土地の古墳や文化財を振り返る一助となりましたら幸いです。

こふん こだい

けんちょ

みち げんだい
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Ⅲ※地図は、赤色立体地図RRIM5+（© アジア航測株式会社）を使用。
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